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私が暮らす霧島市をご紹介

鹿児島県第二のまち

ソニー・京セラの工場 農業も盛
ん

霧島錦江湾国立公園

空港があり、観光・ビジネスのアク
セスはしやすい。一方、暮らしで
は自家用車が必須

温泉が有名
（坂本龍馬とお龍、日本初の新婚旅行の地）



日常生活圏域図（１０圏域）
面積：603.18㎢

人口密度：205人/㎢

総人口：125,755人

高齢者数：32,953人

高齢化率：26.2％

旧市町単位では、高齢化率の差があり

旧国分市2１％～旧牧園町4４％

認知症自立度Ⅱ以上 4,098名

（内、若年認知症の方、46名）

地域包括支援センター

委託型：社会福祉協議会

（本所・各日常生活圏域に2名配置）

事業：認知症地域支援・ケア向上事業

（推進員：１名専任、３名兼務）

認知症初期集中支援事業

（１チーム専任）

基本地区を２つに分け、サポート医を２名



認知症地域支援・ケア向上事業

霧島市の認知症施策の概要

認知症初期集中支援事業

霧島市地域包括支援センターに

認知症地域支援推進員の配置

認知症サポーターキャラバン事務局

霧島市地域包括支援センターに

認知症初期集中支援チームの配置

霧島市版認知症ケアパス
「私のアルバム～やがてのために～」事務局

霧島市認知症高齢者支援
ネットワーク連絡会事務局

霧島市家族介護者交流会
「このゆびとまれ」事務局

認知症高齢者見守りネットワーク事業
（霧島市地域密着型サービス事業者連合会実施）

対象ケースの初期集中支援・
チーム員会議

初期集中支援チーム検討会議

認知症カフェ事業
（認知症疾患医療センターが運営）

在宅医療・介護連携推進事業

一部を姶良地区医師会に委託
㋐地域の医療・介護サービス資源の把握
㋑在宅医療・介護連携の対応策の検討
㋒切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築推進
㋓医療・介護関係者の情報共有の支援
㋔在宅医療介護連携に関する相談支援
㋕医療・介護関係者の研修

認知症早期発見促進事業
「もの忘れ外来受診券」の発行



霧島市認知症地域支援推進員は

認知症の人に対し、状態に応じた適切なサービ

スが提供されるよう、地域包括支援センター、認

知症疾患医療センターを含む医療機関や、介護サ

ービス事業者や認知症サポーター等地域において

認知症の人を支援する関係者の連携を図る。

地域の実情に応じて、地域における認知症の人

とその家族を支援する相談支援や支援体制を構築

する。



霧島市の認知症施策推進の

原動力

【つながる・つなげる】



認知症地域支援推進員の活動

～多くの方・機関の理解と協力のもとで～

自治公民館長
自治会長
民生委員
在宅福祉アドバイザー
認知症の人と家族の会
長寿会
認知症サポーター
ケースを通して理解を頂いた方
Etc.

霧島市
地区医師会・歯科医師会・薬剤師会
地域密着型サービス事業者連合会
民生委員・児童委員協議会
作業療法士会
認知症疾患医療センター
認知症サポート医
介護支援専門員会（あしたば）
通所介護サービス連絡会（やったろ会）
障害者就労移行・継続支援事業所
警察・消防
小中学校
商工会・商工会議所
介護サービス事業者
Etc.

認知症介護指導者
霧島市地域包括ケアライフサポートワーカー
他市町村の認知症地域支援推進員
Etc．

「つながり」が基礎にある
推進員ひとりでは何もできない



H１８年 小規模多機能型居宅介護が創設

勉強会・情報交換を目的として、「小規模多機能ホーム連絡会」が発足。

H２０年～地域包括支援センターも会に参加し、情報交換を行う。

認知症介護指導者との「出会い」

H２３年～グループホーム・認知症対応型デイサービスを含め、

「霧島市地域密着型サービス事業者連合会」が発足。

H24年～霧島市地域包括ケア・ライフサポートワーカー養成が開始。

～H28年までで５期生養成： 98名が活動中。（H30年～養成が再開）

H25年～「霧島市介護まちかど相談所」を設置、

地域包括支援センターのブランチとして機能。

認知症介護指導者との出会い











家族介護に関するアンケート

介護を受けている方
性別（ 男 ・ 女 ） 年代（ 40代・50代・60代・70代・80代・90代・100歳以上）
要介護度（要支援１・要支援２・要介護１・要介護２・要介護３・要介護４・要介護５）
世帯（一人暮らし・高齢者夫婦世帯・子や孫との同居世帯・施設入居）

介護をしている方
性別（ 男 ・ 女 ） 続柄（配偶者・子・子の配偶者・その他（ ））
年代（ 20代・30代・40代・50代・60代・70代・80代・90代・100歳以上）

世帯（同居・別居・別居だが同敷地内に住む）

１．家族介護者交流会に関するアンケート
①．霧島市家族介護者交流会「このゆびとまれ」をご存知ですか？

はい・いいえ
②．介護の不安や大変さを理解してくれる人はいますか？

はい・いいえ
②で「はい」とご回答の方に伺います。貴方と理解者の関係・続柄をお教えください。
（ ）

③．介護の不安や大変さを、同じような境遇の方と話したいと思いますか？
はい・いいえ

④．都合があえば、霧島市家族介護者交流会「このゆびとまれ」に参加しても良いとお考えでしょうか。
はい・いいえ

④で「はい」とご回答の方に伺います。参加しやすい曜日や時間帯をお教えください。
曜日（ ） 時間帯（ ： ～ ： ）

④で「いいえ」とご回答の方に伺います。差支えなければ、理由をお聞かせください。



回答４６１

男性介護者も
意外と多い

主介護者は、
配偶者か子



交流会が
認知されていない

理解してくれる人
がいない。











大きくなくていい
常に徐々にステップアップ

•目的をしっかり見据えているならば、多少失敗し
たっていいんじゃない。

•課題は１人の視点じゃ見つからない。

•捉われすぎない、前回大切だったことより、今回大
切なこともある。これから大切にしないといけない
こともある。

・閉塞しない、つながる・つなげるを意識して。



最後に
これから、推進員として活動される皆様へ

認知症地域支援推進員の活動は、０からスタートす
るものではありません。

皆様が、今まで培ってきた知識・人脈が、

推進員となったあなたの後押しをしてくれます。

認知症地域支援推進員として、一緒に頑張っていき
ましょう。



ご清聴ありがとうございました


